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＜病棟連絡事項＞
特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・中島　智恵子様～昨日準夜帯にてM-T自己抜去あり。再挿入試みるも呼吸速迫あり再挿入困難。左記深澤Drへ報告し、出来る限り挿入を試みるよう指示あり。
・岡村　トミ様～両下腿～足背にかけての浮腫は改善傾向。食事摂取量も増えて来てい
る。点滴は11/9まで継続し、食事摂取できているようであれば中止す
る方向性。
・平栗　城志様～ストローで吸い込み出来ない為、明日朝より牛乳をコップにて提供へ変更となる。
・苫米地　正義様～自室に牛乳パックを持ち帰り溜め込む事ある為、明日朝より牛乳をコップにて提供へ変更となる。

・佐藤　ミツ子様～入院時より拒食あることを深澤Drへ報告。栄養士と食事形態相談するよう指示あり。本日昼より軽々食ハーフ、クリミール(1-2-1)へ変更となる。週末も食事摂取出来ないようであれば週明けに点滴処方するとのこと。
＜ユニット移動＞
・是川　雪子様～療養環境変更の為、東Cユニットから南Cユニットへ転出となる。
・三浦　久司様＝～療養環境変更の為、東Bユニットから西Bユニットへ転出となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。午前中は開放するが、臥床して過ごしており自室より出て来ず。午後はスタッフ見守り出来ない状況の為、開放観察せず。自傷行為や徘徊なく臥床して過ごしている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～12:50詰所内に本人の頓服がないことを発見。本人の室内から頓服の空袋を大量に発見しており、本日9:50頃に全て服用したと自己申告あり。バイタルサイン異常無く疎通も良好。田名部Drへ報告し、胃洗浄施行指示、点滴2本処方となる。補液中の身体管理目的及び補液後も危険行為行うリスクある為、田名部Dr指示にてR2.11.6 13:30終日隔離解除、身体拘束開始となる。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～体幹・四肢拘束中。8時～20時の開放観察。ホールにて他患者様と交流して過ごす。午前より家族への架電要求ありスタッフ対応していた。希死念慮や企図行為なく経過。15:05頻呼吸になり呼吸苦訴えあり。持参の吸入にて対応し、以降落ち着く事出来ていた。引き続き早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
・豊川　葵様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施している。ホールにて他
者交流して過ごしている。不穏さや他者トラブル無く経過。引き続き早
期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・中島　智恵子様～上肢拘束中。M-T再挿入し、以降経管栄養や点滴トラブル無く経過。バイタルサイン異常無し。各食数口のみ摂取している。引き続き早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・寺地　徳和様～バイタルサイン異常無し。腹満あるが、腹壁はソフト。腹痛について「大丈夫」と小声で返答している。臥床傾向で活気の無さ見られている。
・平栗　城志様～ベッド上にて傾眠して過ごしている。
・佐藤　ミツ子様～各食不食。服薬は水に溶解し行うが、一部吐き出しあり。スタッフ対面時に「来るな」「かまうな」と拒否的言動有り。ケア時抵抗見られている。
・藤井　崇史様～特定女性患者様が拘束となった後より「不当な拘束だ」とスタッフへ詰め寄ってくる事あり。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・和田　昌様～抑うつ傾向のため、11/11より就床前薬ハロペリドール1.5㎎→0.75㎎
へ減薬となる。
＜新入院患者様情報＞
氏名：小泉　安隆（こいずみ　やすたか）様

生年月日：昭和45年1月24日（50歳）

病名：アルコール依存症

　　合併症：アルコール性肝硬変、ケトアシドーシス、胃癌術後

　　性別：男性

　　主治医：馬渡Dr

　入院形態：任意入院

　　　病棟：東病棟Dユニット

　

(経過）

　初飲は20歳頃で、焼酎300ml以上を連日飲酒していた。H30年8月に胃癌手術行い、

術後化学療法はR1.12月で終了となっている。
R2.9.29重度ケトアシドーシスにて平和病院へ救急搬送、入院となっている。補液にて

身体状態は改善し、R2.10.5には自宅へ退院となっている。

身体疾患もある為、一度断酒も行ってみたが再度飲酒に至っている。自身でもなんとか
断酒をしたいと考えているが一人では断酒出来るかが不安であり、家族からも断酒する

ように言われているとのこと。当院でのアルコールプログラムでの治療希望あり、本日
当院初診。アルコールプログラム目的にてR2.11.6東Dユニットへ任意入院となる。
※家族洗濯
※売店：5千円/月
※携帯電話使用許可あり。
※CVポート交換の為、平和病院外科受診予定（妻様付き添い）。受診日は後日連絡来る
予定。
